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課題「10回の課題をとおして、現代の世界やその歴史はどのようにみえてくるか」
（１）現代の世界と歴史（過去）は深くつながっていること、そして、そのつながりや見方は、立場によってさまざまであること（正反対にもなる）、だからこそ、歴史との対話が重要であること、このことは、多くの人の共通項となっていた。
ではどのようなつながりがみえるのか？
（２）帝国の統治には、法と宗教が要となっていたことを、中華帝国、神聖ローマ帝国、オスマン帝国、江戸幕府などを例に論じたNさんは、現代のアメリカ（USA）は、多種多様な人種で構成される国家を自由と法でまとめていて、この自由が、イスラーム国家（帝国）の宗教にあたると述べ、アメリカとイスラームという両極にみえる国家の意外な共通点を突く。
「人の作る歴史」（Yさん）は、日本軍占領下のジャワでの対イスラーム政策をとりあげ、イスラーム寄宿宿の教師（キヤイ）の講習会を組織し、彼らを日本の代弁者にしようとした。このことは、一方で、イスラーム指導者の覚醒や政治社会勢力としてのイスラームの強化につながったが、現地の住民とキヤイの関係を壊すことがあった。日本（人）は戦争が終わって撤収したが、占領時におきた人間関係の変化はその土地に暮らしていく人々に影響しつづけたのであり、過去は今と未来につながり、我々と無関係ではない、と述べる。
　つながり方は、決してフラットではない。
（３）「グローバリゼーションと文化帝国主義」（Sさん）は、日本人大学生の英語学習についてのアンケート調査結果から、英語への好意的態度と裏腹に強い苦手意識があることを取り上げ、英語が権力化し、英語母語話者以外に不利益が生じていることを指摘する。さらに、日本人は（いくら英語や文化を学んでも）抑圧者であるアメリカと同じにはなれず、それは、「抑圧者・被抑圧者」という概念が相対的なもので、片方はもう片方が存在しない限りアイデンティティを確立することができないという構造があると述べる。
　奴隷制をとりあげたSさんは、奴隷制度の問題点として、「ある人間が、他の人間より本来的に劣っていると思い込んで、そのように行動するようにしむけられること」（ジャン・メイエール）にあるとする。これは、英帝国主義やユダヤ人差別にも通じるもので、それゆえ現代なお人種問題が解決しないと述べる。逆に、「異文化受容についての考察」（Tさん）は、中世のスペイン（イベリア半島）やシチリアでイスラーム文化が受容された理由として、「受容する人々の心的態度」、つまり異文化に対する拒絶や抵抗をもっていなかったことを指摘する。
　「植民地支配のモダン化」（Mさん）は、第二次世界大戦後のマーシャル・プランを例に、経済支援、軍事支援という形をとって、植民地支配と同様の図式（従属）が生じていること、それは昨今のTPPにも通じているとする。現代の帝国は、「みえない帝国」（具島兼三郎）となり、弱小国だけでなく十分な国力をもった国を含み、征服国から同盟者へと姿を変えた帝国が音なく忍び寄ってくる。日本もまた、知らず知らずのうちに帝国となっているのではないだろうか、と結ぶ。
　他方、「ピクミンから見るColonizer-Colonizedの関係性」（Nさん）は、ゲームソフト「ピクミン」を例に、惑星に不時着したオリマー（Colonizer）がそこにすむピクミンを使役する（Colonized）のだが、ピクミンは集団で協力することを学び、惑星の原生生物を捕食し、最後はオリマーすら自らの栄養素にしてしまう。ここから、Colonizedは単に搾取される者ではなく、虐げられながらもColonizer から多くを吸収し、最終的に優位に立ちうることも考えられるのだ、と結ぶ。
　このような支配―被支配関係の凝縮した現代の姿を鮮明にとらえたレポートがある。
（４）「アフリカ・ビクトリア湖とその周辺から見えてくるもの」（Kさん）は、ビクトリア湖周辺ケニア、ウガンダ、タンザニアが植民地化以前はムスリム商人の来航によって栄えていたこと（Southernization）,植民地時代にイギリスによって湖に放たれたナイルパーチによって伝統的な漁業が衰退したこと（Colonization）、ところがグローバル時代にマクドナルドや日本企業がナイルパーチの白身を大量に買い付けるようになり人口が急激に増加し（Globalization）、他方で環境汚染や、魚の仲買を希望する女性が漁民と性交渉をもつことでHIV感染者が急増した（Family&Gender）.ことを指摘する。ビクトリア湖周辺の歴史には、全10回のテーマが凝縮され、「複眼的思考が重要」だと述べる。
　「グロヒスレポート」（Kさん）は、「グローバル化が進む中、歴史を振りかえることは深い意義がある。しかし、ただ考え直すだけでは足りないのではないか」と切り出す。ケニアのルノでは、重要な農作業の前に夫婦で儀礼的セックスを行い、寡婦は代理夫を持たなければいけないが、妊娠につながることもある。このような社会に西欧資本が流入すれば、どうなるかをつぎのように予測する。西洋化に対応できるものとできないものとの間で、経済格差は年々拡大し、儀礼的セックスのような非合理的なものは排除される。他方、伝統にはしばしば暴力性が含まれているから、西洋化がだめだから伝統を守るという単純な議論も避けなければならない。この葛藤が苦しく、それが少しでもいい結果を生むように、知識を増やし、早く行動に移せるようになりたい、と結ぶ。
　知ること、学ぶことは、現代社会の問題解決につながるのだろうか？
（５）「知識をかたちに」（Aさん）は、北京オリンピックでムスリムの礼拝場やキリスト教徒の教会が整えられていたこと、逆にロンドン・オリンピックの女子サッカー予選でイランのチームのユニフォームが安全性に問題ありとして不戦敗になったこと、をとりあげ、ルールを絶対・不変のものとするのではなく、様々な文化や状況を考慮した法や制度を作りあげることこそが、今の世界に必要なことで、「知っていることを活用する」ことでよりよく生きることができるのではないかと結ぶ。
　「現在を生んだ過去についての話」（Fさん）は、対話的に思考をめぐらせたエッセイである。まず、過去にとらわれてずっと、なにかを恨んだりする（昨今のネットの）議論に違和感をおぼえ、過去はそんなことのためにあるのではなく、よりよい未来に至るために過去を生かし、今を生きるためであり、現在と過去は、実は子どもと親の関係に体現されているという。このように考えると、俄然歴史を学習する意欲がわき、ミジンコの一生のようにこの世界からみればちっぽけなスパンの中に、過去と現在とそして未来が含まれているのだと思うとすこし彼らと仲良くなれそう、と述べる。
　「Bestを逃した世界だからこそ」（Sさん）は、毎回の事後課題でさまざまな矛盾を指摘し、グローバルな交易を成り立たせる制度は、フェアなトレードは存在してこなかった、と結論する。しかし、だからこそ、グローバル化に依存して先進諸国にくらす人間としては、グローバル化をより良い方法で進めていくしかない、という逆説的な結論を提示する。
　（６）ここに紹介しきれなかった論点も多数あるが、67本のレポートの全体を通して、歴史上あるいは現代世界の差別や格差や対立といったものに、皆がきわめて敏感sensitiveであり、それを心強く感じた。なぜなら、それが学ぶことの原点だから。（三浦　徹）
　
